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研究成果の概要（和文）：本研究は、19世紀に北海道へ集団移住した武家家臣団（亘理伊達家家臣団を中心に仙台伊達
家家中を対象とした）に関する基礎的な資料調査を実施するとともに、資料群の目録化作業を行った。また、有珠郡を
モデルに移住者と先住者（アイヌ民族・先住和人）との接触と軋轢に関して、蝦夷三官寺の一つである有珠善光寺の果
たした役割、及び有珠郡の領主権力としての亘理伊達家の果たした役割について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research was carried out basic resource about samurai vassal migration of to 
Hokkaido in the 19th century, and became a catalog of this materials group. It proved that contact and 
friction that existed in migrants and indigenous people in “Usu county”.

研究分野： 日本史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）蝦夷地・北海道開拓史研究において、

移住和人集団についての実証的研究が
大きく不足していた。また、移住前の社
会集団との関係性、特に移住後における
ネットワークの存在については明らか
にされていなかった。 

 
（2）移住和人に関する研究において、開拓

者の苦労や成功、そのことと現在の北海
道の繁栄との関係に関心が集中する一
方で、先住民族であるアイヌ民族との関
係について語られることは少ない。特に、
移住者と先住者とのコンフリクトにつ
いては研究の対象とされることが少な
い状況であった。 

 
 
２．研究の目的 
（1）19 世紀における蝦夷地・北海道の先住

民族であるアイヌ民族と、和人移住者と
の接触・交流に関する総合的研究を目的
とした。 

 
（2）幕府や開拓使、あるいは蝦夷三官寺等

が実施したアイヌ統治政策を、特に実地
レベルでの展開プロセスに着目するこ
とを目的とした。 

 
（3）和人移住者、特に集団移住武家家臣団

とアイヌ民族との生活空間における軋
轢や共存の実態を分析することを目的
とした。 

 
（4）集団移住武家家臣団の地域社会形成に

着目し、武士としてのアイデンティティ
形成に関する研究を目的とした。 

 
 
３．研究の方法 
（1）蝦夷三官寺の一つであり、有珠郡支配

と深く関連した有珠善光寺関係資料（伊
達市噴火湾文化研究所所蔵、及び北海道
立文書館所蔵）の調査を行った。 

 
（2）亘理伊達家の家老職を務めた田村顕充

関連資料（個人蔵）の調査・撮影を行っ
た。 

 
（3）亘理伊達家及び家臣団の菩提寺である

大雄寺が所蔵する亘理伊達家家臣団資
料の調査・撮影を行った。 

 
（4）亘理伊達家の移住前居住地である宮城

県亘理町での資料調査、及び亘理伊達家
と同時期に胆振郡に移住した片倉家関
係資料（登別市郷土資料館所蔵）の調査
を行った。 

 
（5）移住武士団と先住者（アイヌ民族・先

住和人）との関係性について研究を行な
った。 

 
 
４．研究成果 
（1）田村顕充関係資料（田村家資料）の調

査・撮影を実施し、以下の成果を得た。
資料群は全体で 14 群に分類し、総レコ
ード数は 695 件であり、資料群全体の撮
影を終了した（総コマ数 8628 の撮影を
実施）。 

 
（2）亘理伊達家家臣団資料（大雄寺所蔵）

の調査・撮影を実施した。詳細な内容は
以下である。また、下記家臣団資料の目
録化作業を実施し、その成果を 2014 年
10 月に『亘理伊達家文書調査会研究成果
報告書Ⅰ 北海道伊達市大雄寺所蔵 
亘理伊達家中諸家文書目録』のタイトル
で発行した。さらに、発行した目録を北
海道内の各大学・公立図書館・郷土資料
館等、及び宮城県内の図書館等に広く配
布し、研究成果の公開とその共有を図っ
た。 

 
  ①羽田家文書；亘理時代の任免状を中心

に家格・由緒に関わる資料 92 レコード・
648 コマ。 

 
  ②二階堂家文書；任免状・知行宛行状を

中心に 34 レコード・204 コマ。 
  ③加藤家文書；知行宛行状・書状・詠句

短冊など 28 レコード・135 コマ。 
 
  ④半沢家文書；手習本・写本を中心に 91

レコード・1093 コマ。 
 
  ⑤村木家文書；任免状・知行宛行状を中

心に 212 レコード・1258 コマ。 
 
  ⑥星家文書；相馬野馬追図屏風を含む資

料群。 
 
（3）有珠善光寺関係資料の調査を行い、移

住者と埋葬儀礼との関係、幕府・開拓使
の宗教政策との関係について分析した。 

 
（4）亘理町に所在する二階堂家文書（旧家

解体の際に襖下張として発見された 526
レコードの資料群）に関して、北海道伊
達市の古文書解読サークルである「いろ
はの会」と共同して文書の解読作業を実
施した。また、文書目録を作成した。 

 
（5）研究成果の公開のため「武家文書シン

ポジウム・海を渡った武士たち―移住者
の記録から地域を考える―」を 2014 年
10 月 18 日に開催した。 

シンポジウムでは、第一に亘理伊達家
文書の歴史的意義に関して、協力者・工



藤航平が「亘理伊達家家臣団諸家文書の
世界」をテーマに報告を、協力者・磯部
孝明と石田七奈子が諸家文書を用いた
具体的な実証報告を行った。 
第二に、亘理伊達家家臣団資料の比較

史的検討を実施した。具体的な報告とし
ては、研究分担者・伊達元成が報告を行
うとともに、登別に移住した片倉家の事
例に関して平塚理子（登別市郷土資料館
学芸員）が、近世亘理伊達家とその歴史
資料に関する報告を菅野達雄（宮城県亘
理町郷土資料館学芸員）がそれぞれ報告
を行った。 
第三に、亘理伊達家資料の歴史的普遍

化、及び先住者であるアイヌ民族・先住
和人との交流・軋轢に関する分析として、
代表者・檜皮瑞樹が「比較史研究の射程」
をテーマに報告を行い、さらにパネルデ
ィスカッション「移住者たちの記録から
地域を考える」を実施した。 
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